
「災害拠点病院」としての佐々総合病院
　年明けには、令和6年能登半島地震により甚大な被害が発生

し、東京都では首都直下型地震や南海トラフ巨大地震などが予

想され、令和4年にはこれらの地震による「東京の被害想定」が

10年ぶりに見直されました。その中で今後30年以内の発生

確率が70％とされている多摩東部直下地震では、被害想定

が大幅に拡大されました。そこで今号では、災害発生時、「災

害拠点病院」としての当院の役割をお伝えいたします。

　災害拠点病院とは、厚生労働省より指定を受けた災害発

生時に拠点となる病院のことです。佐々総合病院は、1997

年に指定を受けました。災害拠点病院は、主に右記の要件を

満たしている必要があります。

24時間緊急対応し、災害発生時に被災地内の傷病者などの受け
入れ及び搬出を行うことが可能な体制を有すること

災害発生時に被災地からの傷病者の受け入れ拠点にもなること

災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）を保有し、その派遣体制があること

救命救急センターもしくは第二次救急医療機関であること
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6時間を目安に病院の安定化、西東京市や関係各所と連携！時間を目安に病院の安定化、西東京市や関係各所と連携！6時間を目安に病院の安定化、西東京市や関係各所と連携！
　東京都は、各災害拠点病院（佐々総合病院）に重症者の受け入れを要請します。こ

れに応じて当院は、一般外来診療と予定手術を一度完全に中止し、6時間以内に体

制を整え重症者となった患者様の診療にあたれるよう準備を進めます。

　同時に西東京市災害対策本部が連携病院、支援病院、診療所などに傷病者の受

け入れを要請し、災害拠点病院などから近い避難所（西東京市立田無小学校など6

か所）に緊急医療救護所を開設。インフラ整備なども行います。

　支援病院、診療所、緊急医療救護所では、医師・看護師などの医療班が傷病の緊

急度や重症度に応じて治療優先度を決めるトリアージを行います。軽症者はそのまま

手当てされ、中等症者は連携病院が、重傷者は当院がそれぞれ受け入れていきます。
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災害拠点病院とは？ 人を助ける、周りの医療を助ける!を助ける、周りの医療を助ける!人を助ける、周りの医療を助ける!

平時は、通常の医療提供をしながら、災害発生時の訓練と備蓄品やインフ時は、通常の医療提供をしながら、災害発生時の訓練と備蓄品やインフ　 ラの整備などを実施!ラの整備などを実施!平時は、通常の医療提供をしながら、災害発生時の訓練と備蓄品やインフ　 ラの整備などを実施! 自身が重症患者にならないこと！身が重症患者にならないこと！自身が重症患者にならないこと！重
要!!

栄養科は、非常食の配膳

ルールの確認や職員向け

に試食を行うことも。

当院では、年に2回、西東京市をはじめ近隣警察署や消

防署などの関係各所と連携して大規模災害訓練を行っ

ています。また、当院のDMAT隊が厚生労働省主催の訓

練に参加しています。

『災害時アクションカード』を元にたくさんの患者さんを受

け入れることを想定し、患者役をたててリアルな訓練をし

ています。

≪　水　≫
断水時の水源を確保する
ために地下水活用システ
ムを導入。

≪　非 常 食　≫
入院患者用非常食（3日分）
職員用非常食（一定数）

≪　通 信　≫
防災無線
東京都、西東京市 各1台

衛星電話
インターネットが使えない
状況でも情報の収集・交
換ができる。

≪　ガ ス　≫
非常時は、プロパン供給
できる。（東京ガスと契約）

≪　電 力　≫
自 家 発 電 設 備

設置場所 ： 1号館5階屋上

起  　動 ： 停電後、1分以内に起動

燃　  料 ： 重油を6,000ℓ備蓄

燃料の補給があれば、発電を止めずに稼働ができる。
東京都と燃料補給の協定を結んでいる。
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医療情報・救急箱の整理

お薬の準備
・処方薬は7日分ほど用意
  （医師へご相談ください）
・お薬手帳のコピー

　災害はいつ起こるか分かりません。こちらにあげた4つのこと以外にも皆

様にとって大事な防災対策は何か、じっくり考えてみてはいかがでしょうか。

3日分ほど用意
水・非常食の準備

家屋・大型家具の耐震化

避難場所の確認

家庭での医療の備え

　最も重要なことは、地域の皆様ご自身が、重症患者にならないことで

す。そのための備えを各ご家庭で行いましょう。

家庭でできる　つのこと
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「人と医療を助ける」
そのためには？ 最も重 要なことは？災害時、速やかに医療を

提供するためには？

もし今、 　 　 　  が 起きたらどうする！？
・・・・・・

≪ 救 急 資 器 材 ≫
すぐに応急処置ができる
ように最低限の医療物品
を揃えて備蓄。

監修 ： 副院長　救急・災害部 部長　竹内 俊介 医師

イ
ン
フ
ラ
・
備
蓄

東京都

災害拠点病院
（佐々総合病院）

西東京市
災害医療コーディネーター
竹内医師（佐々総合病院）
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